
様式第 1 号（第 3 条関係） 

審査基準整理票 

処 分 名 重度障害者大学等修学支援事業利用の決定 

根 拠 法 令 名 大津市重度障害者大学等修学支援事業実施要綱 （条項）第 4 条 

基 準 法 令 名 
大津市重度障害者大学等修学支援事業実施要綱 （条項）第 2 条 

障害者総合支援法（平成 17 年法律第 123 号） （条項）第 5 条第 3 項 

所 管 部 署 福祉部 障害福祉課 障害福祉係 

標準処理期間 ３０日 法定処理期間 日 

【審査基準】 ・文書の名称【                 】 

       ・掲載図書等【                 】 

       ・内   容 □全部記載   □一部・項目のみ記載 

 

 重度障害者大学等修学支援事業の利用決定は、大津市重度障害者大学等修学支援事業

実施要綱第 4 条に該当する障害者であることを基準とする。 

 

参考 

【根拠法令】 

大津市重度障害者大学等修学支援事業実施要綱第 4条 

（利用対象者） 

第４条 本事業を利用することができる者は、市内に住所を有する重度障害者であって、次の各号のいず

れにも該当するものとする。 

⑴ 大学等から停学その他の処分を受けていない者 

⑵ 適切に単位を習得しているなど大学等での学修の意欲があると認められる者 

【基準法令】 

大津市重度障害者大学等修学支援事業実施要綱第 2条 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

⑴ 重度障害者 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第 

１２３号。以下「法」という。）第５条第３項に規定する重度訪問介護を利用している者及びこれに

準ずると市長が認める者をいう。 

 ⑵ 大学等 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づく大学（大学院及び短期大学を含む。）、高

等専門学校、専修学校及び各種学校であって、次のア及びイに該当するものをいう。 

  ア 障害のある学生の支援について協議・検討、意思決定等を行う委員会等及び障害のある学生の支



援業務を行う部署・相談窓口が設置されていること。 

  イ 重度障害者に対する支援体制の構築に向けた計画が立てられ、着実に支援が進められていること

（この要綱による重度障害者大学等修学支援事業（以下「本事業」という。）を初めて利用しようと

する者が修学する場合にあっては、当該計画を立てる予定であること。）。 

 

障害者総合支援法第 5条第 3項 

第 5条 

３ この法律において「重度訪問介護」とは、重度の肢体不自由者その他の障害者であって常時介護を要

するものとして主務省令で定めるものにつき、居宅又はこれに相当する場所として主務省令で定める場

所における入浴、排せつ又は食事の介護その他の主務省令で定める便宜及び外出時における移動中の介

護を総合的に供与することをいう。 

 

※ 審査基準の内容すべてを記載することができないときは、当該審査基準が記載された図

書等の縦覧をもって代えることができる。 


